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(httpl//www.lib.meqi.acjp/両/index。html)に入 り、"Connect"を ク リッ
クす る。 次 に、"Enteraword,wordsorspecificphrase."に、"corporate
govemance"と 入れ て"search"を ク リックす る と、50件 の論文 の タイ トル
が表 示 され る。論文 に よっ ては要約 のみの もの もあるが 、全文 を見 る こ と
がで き る。
蔵書検索システムWWW-OPAC
WWW-OPACを 開き、「タイ トル」に① のMAGAZINEPLUSで 検索 し
た 「ジュリス ト」 を入力 し、「ファイル種別」を 「SB雑 誌」 に して、 「検
索」をクリックす る。す ると中央雑誌開架 ・P320/3//Hと い う請求記号が
わかる。Pは 雑誌を意味 し、地下一階の中央図書館 に所蔵 され てい る。
実 際 に 足 を 運 ん で 図 書 館 の 活 用 の 必 要
以上のよ うに、電子図書館 は非常に便利ではあるが、一度 に接続できる
人数を制限 してお り、その数 も少ないため時間帯によっては接続が困難で
ある。予算の関係 もあろ うが、その数を増や して欲 しいと思 う。また、現
在 日本では雑誌はもとよ り、単行本 の全文をイ ンターネ ット上で見 ること
はできない。アメ リカの文献 については、一部雑誌 の全文は閲覧 できる
が、その他は入手できない。 したがって、実際に図書館 に足を運ぶ ことが
必要になるであろ う。
新 図書館雑感
一 アメリカ法研究の視点から一
佐々木 秀智*
2001年3月 に新 しい図書館が開館 した。新図書館について考える際、設
備面での充実 も重要ではあるが、ここでは、法学研究、特に私の専門であ
るアメ リカ法研究の視点から、私な りの感想 を述べてみたい。
*ささき・ひでとも/法学部専任講師/外 国法
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今回の新図書館オープンと同時に、外部のデータベースの利用が可能 と
なる電子図書館サー ビスも開始 された。アメ リカ法研究の視点からは、レ
クシス(Le)ds)の サービスが利用できるよ うになったのが、重要である(ち
なみに、アメ リカでは、レクシス以外にも、主なもの として、Wbstlawが
あ り、これ ら以外 にもインターネ ッ ト上で無料でデータを提供するものが
ある)。
ア メリカ法研 究においては、アメ リカの法令 ・判例等のいわゆる一次資
料に直接あたることの重要性が認識 されている。また、アメリカの法学論
文は、そこで引用 されている一次資料 を読者が読んでいる、または同時に
読む ことを前提 として、議論を展開 してい る(こ の点は、わが国において
も同様 であ るが)。 特に、連邦制 を採用 しているアメ リカにおいては、連
邦だけでな く、各州 のものにあたる必要 もある。 さらに、これ らの法令 ・
判例 に加 えて、連邦 ・州それぞれの議会資料等にあたることが必要である。
判例 ・論文等を読んでいると、そ こで問題 となっている法律が どのよ うな
背景の下で、どのような 目的のために制定 されたのかが詳細に検討 されて
いる。そこでは、議会が作成 した報告書、各議員の発言等が頻繁に引用 さ
れ る。 さらに、それ らを読 めば、その ときの法状況だけでなく、経済的 ・
社会的諸状況を深 く把握できるよ うになっている。
このような膨大な資料に基づいて、アメリカ法研究が行われなければな
らないが、これ らの資料をまんべんなく所蔵す る図書館は、わが国には少
ない。 もちろんわが国の図書館は、わが国の資料を所蔵するのが主な任務
であ り、それ と同時に、アメ リカ以外の諸国の資料 も偏 りなく所蔵 しなけ
ればな らない。そ うなると、スペース ・経費等の諸事情か ら、アメ リカ法
関係 の資料 は、 さしあた り利用度 の高い連邦裁判所 の判例集等に限 られ
る。た とえば、本学図書館も、スペース上の理由か ら、ここ数年ほどの州
裁判所の判例集は図書館に配架 されているが、それ以前のものは、生 田保
存書庫に移転 されたままであった。 これでは、十分な研究を行 う前提 とし
て、研究以外の点で労苦が伴 うものであった。
このような制約を克服す るための大 きな力 となるのが、レクシス等の外
部デー タベース ・サー ビスの利用である。 このようなサー ビスは従来から
提供 されていたが、使用料が比較的高額であったこと等の理 由から、個人
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での利用は困難であった。 しか しながら、今回、大学図書館経由で利用が
可能 となったことにより、図書館に足 を運ぶことなく、また開館時間にと
らわれ ることな く、 自由に資料にあた ることができる。
しか し、良い ことばか りではな く、注意 しなければならない点もある。
た とえば、議会資料 ・判例等については、古いものになるとアクセスでき
ない、又は検索 しに くいものがある。また、古い判例にな ると頁構成等で
異なる部分があった り、抜け落ちている部分があると指摘 される場合があ
る。 さらに、論文等 をダウンロー ドし、プ リン ト・アウ トする際、実際の
紙媒体のものを コピー した もの とは雰囲気が異なるため、読みづ らいとき
がある(特 に、脚注の位 置。慣れて しまえば問題 ないのであるが…)。
そ こで、 このよ うなサー ビスが利用できるよ うになったか らといって、
従来 の紙媒体での収集を止 めるのは どうか と思 う。 ちなみに、合衆 国最
高裁判所判例集 は、公式なもの以外 に、主なものとして、SupremeCourt
ReporterとUnitedStatesSupremeCourtReporters,Lawyers'Edition
の二つがあ り、前者 を図書館が、後者を法学部資料センターで所蔵 してい
たが、最近になって図書館で一括所蔵 され るようになった。図書館の方に
は負担 となるかもしれないが、紙媒体 と電子媒体双方で対応 して もらいた
い。少なくとも、レクシスでは入手 しづ らい、昔の ものを早 く生田か ら移
してほ しい。
以上、アメ リカ法研究の視点か ら、新図書館、特に外部デー タベース利
用の長短について述べてみたが、これ らを生かす も殺すも、我々教職員 ・
学生であることを肝に銘 じていきたい。
新図書館について
田仲 桂*
今年3月 にオープンした新図書館は、私はほとん ど毎 日利用 しているが、
他大学の図書館や公共図書館な どと比較 しても非常に立派なものであると
思 う。前の図書館 も長 く利用 していたのでそれな りに愛着はあったが、新
寧たなか・けい/文学研究科 博士前期課程1年/史 学専攻
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